
算数－３（第２学年） 文章問題の立式の根拠を図を用いて説明する事例

【学習活動の概要】

１ 単元名 たし算とひき算の関係

２ 単元の目標
加法と減法の相互関係について理解し，場面を図や式に表したり図や式を読み取ったりして，問

題を解決する能力を伸ばす。

３ 本時の目標
数量の関係を言葉や数を用いて図に表し，加法と減法の相互関係を考えて式に表すことができる。

４ 本時の評価規準

【数学的な考え方】
加法と減法の相互関係について，式や図を用いて考え説明している。

５ 本時の学習活動

◎指導計画における本時の位置づけ（全５時間）
第１時 加法と減法の相互関係の場面のテープ図での表現

第２時 数量関係表現は加法の形であるが，計算は減法を用いる場合（本時）
第３時 数量関係表現は減法の形であるが，計算は加法を用いる場合

第４時 減法の減数が未知のとき，その減数を求めるのに減法を用いる場合
第５時 学習内容の定着とまとめ

学習活動 言語活動に関する指導上の留意点

○問題場面について話し合う。

「りんごがはじめにいくつかありました。
５個もらったら12個になりました。り

んごははじめにいくつありましたか。」
・式 ５＋12 12－５

○学習のねらいについて話し合う。(*1) ・式が２通り出てきたことから，本時の学習のねら
「どちらの式が場面に合っているのか， いをとらえさせる。

図に表して説明しよう。」
○児童一人一人自分の方法で，数や図を ・自分の書いた式が正しいわけを，前時に学習した

用いて，自分の考えた式でよいわけを テープ図を用いて説明させるようにする。
考える。

○全体の場で，図や式を用いた考えを発 ・自分が考えたことを再現しながら説明すること
表し，問題場面に合う図や式を見いだ で，自分自身の思考過程を確かめたり，修正した

す。(*2) りできるようにした。考えていることが聞き手に
も伝わることで，学び合う楽しさを実感させるよ

うにする。
○場面を式に表すときの考え方について ・問題場面にそって図をかくことで，式を正しく立

まとめる。 てることができるよさに触れるようにする。
・図に表してから式を考えるとよい。

・分からない数については□に表してお
くとよい。

・問題場面にそって図をかくとよい。
○類題について図を用いて式を立てる。 ・加える数が未知の場合の問題についても同様に，

「りんごが８個ありました。いくつかも 図を用いれば考えられることから，学んだことを
らったら15個になりました。いくつも 活用する場面を取り入れることで，考えてよかっ

らいましたか。」 たことを実感させる。
○自分の書いた式でよいわけを隣の友達

に説明する。



【解説】

【指導事例と学習指導要領との関連】

小学校学習指導要領・算数の第２学年では，内容「Ｄ数量関係」「（１）加法と減法の相互関係に
ついて理解し，式を用いて説明できるようにする。」を示している。また，「［算数的活動］（１）オ

加法と減法の相互関係を図や式に表し，説明する活動」を示している。
○算数では，場面を図に表して，式が正しいことを説明することが大切である。

三つの数量Ａ，Ｂ，Ｃがあって，右の図のような関係があるとする。ＡとＢ
が分かってＣを求める場合は，Ａ＋Ｂ＝Ｃという加法になる。また，ＣとＢが

分かっていてＡを求める場合は，Ｃ－Ｂ＝Ａという減法になる。また，ＣとＡ
が分かっていてＢを求める場合は，Ｃ－Ａ＝Ｂという減法になる。このような関係を加法と減法の

相互関係という。この加法と減法の相互関係を理解するためには，場面を，具体物を用いたり図に
表したりすることが大切である。また，具体物や図による表現と式による表現を関連付けたり，説

明したりすることも大切である。そこで本事例では，式が正しいわけを図に表して説明する活動を
取り入れた。

【言語活動の充実の工夫】

○導入で，児童の考えのずれや違いに気付かせ，説明しようという気持ちをもたせる。(*1)
算数では，計算の意味を基に式を立てる。加法は，合併や増加の場面で用いられる。そのため，

第１学年では文章問題を読んで「増える」「合わせて」などの言葉に着目して，場面が加法であると
とらえる児童がいる。しかし，本事例のように「もらったら」と増えていることを示す用語がある

が，答えを求めるための式は12－５となる場面のように，用語に着目するだけでは不十分な場合が
ある。本事例では，最初に問題を読んだとき，式を５＋12と考えた児童と12－５と考えた児童がい

た。同じ場面で二つの式が発表されたことにより，児童は自分の式が正しいわけを説明しようとい
う気持ちをもつことができた。

○全体の話し合いで，問題場面と図を結びつけたり，図と式を結びつけたりする。(*2)
自力解決時には，下のような図（Ａ）をかいて式を５＋12でよいとしている児童がいる。そこで，

全体での話合いでは，まず両方の図を発表
させ，図にも違いがあることに気付かせた。Ａ ５＋12 Ｂ 12－５

そして「それぞれの図はどんな場面を表し
ているか」と問いかけた。Ａの図について

は「りんごがはじめに５個あり，12個もら
ったとき全部でいくつになるか」を求める

たし算の場面であること，Ｂの図は「12個のりんごから５個あげたとき残りはいくつになるか」を
求めるひき算の場面であることを前時の学習を基に確認した。

次に，「どちらの図が問題の文章にあっているのか」を問い，問題場面と図があっているのかを確
認することにした。そのため，問題の文章にそって図をかいていくことにした。

まず，「りんごがはじめにいくつかありました」
とあるので，長方形の図をかき，「いくつか」を 文章にそって図を書き加えていく。

「□個」と表すことにした。
次に「５個もらいました」とあるので，長方 りんごがはじめにい

形の図を加えて，「５個」と表すことにした。 くつかありました。
最後に，「12個になりました」という文章につ

いては，児童が「これは合わせてと書いてない ５個もらいました。
けど，合わせることだと思う」と発言した。そ

こで，全体を「12個」と表すことにした。 12個になりました。
このようにして，図としてはＢが正しいこと

が確認された。
また，図を用いて，答えを求める式が 12－５＝７ であることを確かめた。そして，はじめにり

んごが７個あったとすると，５個もらったときに，実際に12個になることを確かめた。
このように問題場面にそって図をかいていくことで，問題場面の理解が図られ，正しい式を立て

ることができた。

思考力・判断力・表現力等の学習活動の分類： ②，⑤


